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第６回夕塾
◆日時：平成19年3月21日（水・祝日）午後２時〜４時
◆総括プレゼンテーション「開町400年、大学を地域の
文化拠点に」
　　大学の取り組み報告：
　　　①高岡の伝統工芸とジャパンブランド　
　　　　前田　一樹（芸術文化学部長）
　　　②国際観光に貢献する人材育成　　　　
　　　　渡邊　康洋（芸術文化学部教授）
　　　③芸術文化と地域活性化　　　　　　　
　　　　伊藤　裕夫（芸術文化学部教授）
　　コーディネーター　　　　　　　　　　　
　　　　木村　聡氏（北日本新聞社編集部長）
◆参加者：市民約40名、学生約10名
◆概要：平成18年度夕塾の最終回として、各回のゲスト
講師からの問題提起を踏まえ、芸術文化学部の３名の教
員から、大学のこれまでの取り組みや今後のビジョンを
提示し、これからの地域社会のあり方と大学の役割、大
学と地域との連携について意見交換を行った
運営体制
◆塾長：前田一樹（芸術文化学部長）
◆総括プロデューサー：金子隆亮（K2クリエーション）
◆企画運営委員：山口新輔（北日本新聞高岡支社長）、
木村聡（北日本新聞高岡支社編集部長）、藤沢　大（高
岡ケーブルネットワーク）、
近藤　潔、貴志雅樹、伊藤裕夫
◆協力：河原雅典、島添貴美子
　なお、夕塾は平成19年度は、「まち再考　学ぶ・探
す・つくる」という総合テーマのもと、ほぼ月1回の
ペースで開催されることになっている。
木村　　聡氏
夕塾のレポート記事は下記のホームページに掲載
http://www.geibun.jp/artabe/specials/sekijyuku.php
